
ラケナリア・コンプトニー
Lachenalia comptonii W.F.Barker
キジカクシ⽬ キジカクシ科 ツルボ亜科（クロンキスト体系: ヒアシンス科）
  秋植えの半耐寒性球根で、最低気温–5℃程度が1週間続くぐらいなら耐え
る。葉は1〜2枚で⻑さ10〜20cm、⻑さ5mmほどの⽑がある。4⽉に花茎を伸
ばし、ほぼ穂状の総状花序に花被⽚が⽩で紫⾊の雄ずいが⽬⽴つボトルブ
ラシのような花をつける。⾹りがあり、個体によっては桜餅に似ている。⾹気
成分としてクマリンを含むと考えられる。
  原産地・分布: 南アフリカ（ケープ地⽅南⻄部）
Lachenalia 属 花産業必修1000属検定 B級
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